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歴史資料の発掘

教養分館長佐伯有情

－一一

歴史資料の発掘という言葉から受ける印象は，士中から掘り出される考古資料のことが強

いかもしれない。しかし，ここにいう歴史資料の発掘とは，図書館の書庫にならんでいる既知

の書物の中から，新しい歴史資料を掘り出すことである。

ごく最近にも，私は，こうした歴史資料の発掘を体験した。「大日本仏教全書」という仏教

関係の諸書を収録した危大な叢書がある。この中に聖徳太子の伝記を集めた「聖徳太子伝叢書」

という一冊があり，これに聖誉なる僧が撰述した『聖誉紗』が収められている。

聖誉という人物については，これまで余り知られていなかったが，最近，彼は正平5年

(1350)に誕生した人であることがはっきりした。聖誉の誕生年から推しはかると，『聖誉紗』の

成立は，14世紀末か15世紀初めころと考えられる。古代史の新しい資料を，14世紀末ごろの

文献から発掘することは，天空に新星を発見することに近いといってよいであろう。

ところが，数多い聖徳太子伝の文献には，数々の古い書物からの引用があり，注意深く聖

徳太子伝関係の文献を読みなおすことによって，既知の文献資料が，今日まで，わずか1字に

せよ，読承誤られていたことの発見とならんで，まったくの新しい歴史資料の発掘さえ期待で

きるのである。

最近の私の発見は，『聖誉妙』に引用されている秦川勝（京都の広隆寺を建立したと伝えら

れている聖徳太子時代の人)の本系，つまり秦氏(はたうじ)の系譜書にかかわるものであった。

この引用文献の中に，葛木曽都比古(かつらぎのそつひこ)が秦氏の民を領有していたと読承と

れる記載が目に入った。

いままで，秦氏とならぶ倭漢（やまとのあや）氏の民が，葛城氏に領有されており，5世紀

後半に葛城氏の滅亡にともなって，それが大和国家の直接の統率下に入ったという推移は，知

られていた。しかし，秦氏の民が，葛城氏に領有されていたことを物語る資料はなかった。そ

れが，今度，『聖誉妙』から発掘されたのである。この資料が古代の文献からの引用に源流があ

ること,つまり歴史資料として信渥性があることは，「槻田加知」という秦氏の民の名が記され

ていることから確かめられる。槻田とは，後世には，地名として残存しなかった葛城地方にあ

った古い地名である。それが，ここに承えることは，その記載の古いことをあらわしている。

地名がなくなってからでは，造作できない名称だからである。

新しい歴史資料の発掘のために,北大図書館の書庫にもぐり込む今日この頃の成果である。
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◆ 会議

第109回図書館委員会

；＜とぎ昭和57年5月29日（士)＞

＜ところ附属図書館会議室＞

議題

1．昭和56年度決算について

2．昭和57年度予算(案）について

3．昭和57年度図書資料大型コレクションの収書計画について

第110回図書館委員会

くとき昭和57年6月26日（土)＞

＜ところ附属図書館会議室＞

議題

1．昭和57年度予算配当（案)について

2．その他

第71回教養分館委員会

くとき昭和57年6月15日（火）＞

＜ところ教養分館会議室＞

議題

1．昭和56年度図書費決算について

2．昭和57年度教官指定図書の選定について

3．その他

第72回教養分館委員会

くとき昭和57年7月12日（月）＞

＜ところ教養分館会議室＞

議題

1．昭和57年度図書費予算(案)について

2．昭和57年度参考図書及び視聴覚資料の選定について

3．その他

全学図書(担当)掛畏会議

くとぎ昭和57年7月15日（木）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

議題

1．会計検査院実地検査について

2．その他

｢図書業務機械化ワーキンググループ」第6回委員会概要

楠 蔭

日時昭和57年2月15日

場所附属図書館会

各班において検討された次の事項について詳細な説明があり，問題点をあげて質疑応答,意見ろ

場所附属図書館会議室

各班において検討された次の事項について詳細な説明があり，問題点をあげて質疑応答,意見交換を行い，

今後必要な修正を加えながら全学的な機械化の基本的考え方をとりまとめていくこととした。

1．総務関係業務

（1）予算・経理業務について

（631）
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（2）複写関係業務について

（3）統計業務について

2．図書受入業務システムモデル設計

一システムモデル設計の基本的要件一

（1）ネットワークの形成と機能について

(2)DBMSと関連機能について

（3）図書予算管理及び受入業務のシステム形成と業務処理について

－処理の概略一

a・図書予算管理業務b.図苔発注業務c・図当受入業務

3．整理業務関係

（1）業務の基本理念について

（2）書誌情報に関するレコードサイズについて

（3）業務の概略フロー

（4）機能と問題点

4．雑誌管理システム

（1）雑誌管理業務の機械化について

（2）オンラインファイルについて

（3）バッチ用ファイルについて

（4）データ項目の調査・検討

（5）本学の雑誌種類調査

5．閲覧業務関係

（1）入・退館チェックシステムについて

（2）閲覧業務電算化システムについて

d・統計

｢図書業務機械化ワーキンググループ」第7回委員会概要

以上

日時昭和57年3月1日

場所情報処理課電算機室

今回は，経理部’情報処理課電算機室において，事務局における電算化業務の実情について，また，漢字処

理について研修を行った。以上

「図書業務機械化ワーキンググループ」の拡充について

標記「ワーキンググループ」は関係部局の協力を得て，昨年12月10日付けをもって発足し，第1回より

第5回までの活動状況についてはすでに図書館報「愉蔭」（号外Mar.1982)に掲載しています。この度さらに

全学的視野にたって具体的な計画・策定を推進しなければならない情勢となってまいりました。

ついては，すでに発令されている委員に加え'’月1日付けをもって新たに委員を委嘱別紙名簿のメンバ

ーにより全学的なご理解を得ながら推進していくこととなりましたのでご協力方よろしくお願いいたします。

委員名簿（○印は新委員）

氏 名所属

主査石川雅夫附属図書館閲覧課長

副主査石黒克介〃補佐

○鴫崎功附属図書館整理課会計掛

小笠原敏明〃〃受入掛

（632）
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氏

小西

○井手上

黒田

川端

山下

○高崎

宇野

杉田

○加徳

○石倉

諏訪田

○佐々木

○岡田

○藤沢

○福盛田

菊地

○堅田

○高橋

木下

山田

○紙屋

○岡本

○荒木

○桑野

○山口

所属

附属図書館整理課整理掛

〃〃〃

〃〃雑誌掛

〃〃〃

〃〃教養分館整理捜

〃〃〃

〃閲覧課参考調査掛

〃〃閲覧掛

〃〃〃

〃〃学術情報掛

〃〃〃

文学部図書掛

教育学部〃

経済学部〃

理学部〃

医学部図書整理掛

歯学部図書掛

薬学部図書室

工学部総務課図書掛

〃電気工学科図書室・

農学部図書掛

獣医学部〃

水産学部〃

大学院環境科学研究科総務掛

低温科学研究所図書掛

名

信
帽
ヱ
Ｊ
揖
仙
叩
幽
一
擁
坤
対
脈
や
汰
一
二
一
￥
天
ヱ
Ｊ
鞠
僻
響
診
剖
氾
一
一
幸
手
酢
ツ
塞
弔
マ
丁
圧
プ
士
に
総
膨
雅
ソ
秘
“

和
恵
泰
美
洋
仁
弘
福
健
賢
義
光

1~、
ー

偶
Ｂ
鮭

術
匡
篭

一
皇
回

第29回国立大学図書館協議会総会

本年度の国立大学図書館協議会総会は，北信越地区が担当し，信州大学において，6月16日（水）から18

（金）までの3日間にわたり開催された。日（金）までの3日間にわたり開催された。

参加校は本学はじめ94大学，参加者は238名であった。（オブザーバーとして国文学研究資料館が参加｡）

文部省からは，情報図書館課倉橋専門員，糸金大学図書館係長が列席された。以下会議の概要を報告する。

第1日目（6月16日）

準備理事会

第2日目（6月17日）

1．総会開会式

2．議長団等選出

3．報告事項

各地区協議会の活動状況及び国公私立大学図書館協力委員会，大学図書館国際連絡委員会等について報

告があった。

4．協議事項

理事及び監事選出，関係規程の改正，昭和57年度予算案等について協議を行った。

5．昭和57年度国立大学図書館協議会賞受賞者表彰式

理事会において下記のとおり受賞者を決定した旨報告があり，表彰式を行った。

（1）応募区分「図書館活動における功績」

（633）
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（2）受賞者東京工業大学附属図書館逐次刊行物データベースシステム

ワーキンググループ代表者内藤英雄

（3）件名「東京工業大学附属図書館逐次刊行物データベースシステム

(TIPSY)の設計」

6．研究集会

「学術’情報システムと大学図詳館」をテーマとして,筑波大学附属図書館学術,情報課長石川・亮「筑波

大学附属図書館における電算化の現状等について｣,東京工業大学附属図書館整理課長浅野次郎「外国雑

誌センター館として｣，信州大学工学部教授中村義作「情報化時代における大学図書館の未来像につい

て」以上の3氏から報告があり，それに基づいて活発な討論が行われた。

第3日目（6月18日）

7．分科会

第一分科会(運営・サービス）

学術情報センターシステムの推進と各図書館の役割等の問題を中心として，活発な討論がなされ，大学

図書館におけるコンピューターネットワークに関する調査研究班を設置することを全体会議に提案するこ

ととなった。

第二分科会(予算）

図書館維持費，図書購入費，職員旅費の3点について問題点の検討を行った。高額二次資料の所在調査

を実施することを全体会議に提案することとなった。

第三分科会(人事）

学術情報センター構想にむけての要員確保と養成のための研修について，待遇改善及び増員等について

討議があった。

8．全体会議

上記分科に会おいて討議された事項について，各分科会主査からそれぞれ報告があり，討議の結果，第

一及び第二分科会から提案のあった，大学図書館におけるコンピューターネットワークに関する調査研究

班及び高額二次資料の所在に関する調査研究班の設置の件を理事会に持上げることとなった。（この件は

総括理事会において了承された｡）

9．その他

来年度の総会は,北海道地区が担当し,本学の当番で明年6月上旬に開催されることになっているので，

各位の御協力をお願いしたい。

第32回北海道地区大学図書館協議会総会

くとき昭和57年8月20日（金）＞
。.【

＜ところ旭川大学附属図享雪館＞

標記協議会総会は，北海道地区21大学45名が出席，慣例により当番館旭川大学附属図書館宇佐見良雄館

長が議長に選出され行われた。

協議事項等は次のとおりである。

報告事項

（1）幹事館会議報告

（2）北海道地区大学図書館協議会昭和57年運営資金決算報告

（3）第25回北海道地区大学図書館職員研究集会報告

（4）北海道地区大学図書館相互利用検討委員会報告

（5）北海道大学学術情報システム準備検討委員会答申（第一次答申）について

（6）各館界の動向（国・公・私立大学）

協議事項

（1）研究集会報告書の作成について

（634）
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愉 蔭

（2）第33回北海道地区大学図書館協議会総会及び第26回北海道地区大学図書館職員研究集会の当番館に

.‐ついて

総会については，北星学園大学に，研究集会については，小樽商科大学にお願いすることとなった。

（3）その他

承合事項

視聴覚資料の取扱等について

第56次国立七大学附属図書館協議会

くとき昭和57年10月8日（金）＞

＜当番館東京大学総合図禽館＞

標記協議会は，文部省から情報図書館課田保橋課長，倉橋専門員および糸金大学図書館係長の列席を得，

国立七大学の附属図書館長，事務部長および課長が出席して行われた。

協議題等は次のとおりである。

＜協議題＞

1．学術情報センターの早期実現について（名古屋大学）

2．学術情報システムに対応する地域の体制について(北海道大学）

3．各大学における特殊な文献の機械処理について(京都大学）
・息．

4．中央図書館と部局図書室等における研究図書館機能の分担と多重構造の問題について(名古屋大学）

5．高額二次資料の収集計画について(東北大学）

6．保存図書館について(東京大学）
ら；；？．

なお,57次(昭和58年)同協議会は，名古屋大学を当番館として開催される。

◆図書館だより

EC資料センター開設記念講演会

本年3月当館にEC資料センターが開設されたが（｢愉蔭」第58号参照,それを記念して，

9月24日（金）百年記念会館大会議室において講演会を開催した。

午後2時からヅ映画"ECintheWorld"を上映し,塩谷館長及び駐日EC委員会代表部広

報参事官ジル･アヌイ氏の挨拶のあと，フランス・リール第一大学教援ピエール･マイエ氏が，

｢EC産業戦略の過去・現在‘未来一一共同市場創設から産業戦略確立まで－」と題して，約

2時間講演された。

なお，講師紹介及び質疑応答の司会は，経済学部石坂昭雄教授が勤められ，約40名の参加

者を得て盛会裡に終了した。

(635
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◆統計

部局別蔵書冊数

(昭和57年3月31日現在I
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-‐＝

(636

一

一
部

一

一一

区
一一

局
分

一一一一一
和書 洋書 合計 備考

附属図書館

教養分館

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

教養部

言語文化剖

大学院環境科学研究科

低温科学研究所

応用電気研究所

触媒研究所

免疫科学研究所

スラブ研究センター

大型計算機センター

事 務局

学生部

医療技術短期大学

394,114

75,524

69,310

45,456

(48,455

41,660

43,152

56,471

9,777

3,723

150,497

158,034

8,67〔
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9,664

10,338
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1,57
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87,72〔

167,012

66,055

(132,778）

73,42（

161,12（

128,011

19,44］

14,06］

269,42*

251,14］

25,38（

98,364

(13,963）
23,99（

(4,181）

6,405

17,300

15,903

11,025

6,724

8,214

1,514

1,948

71（

6,460

法学部を含む

教養部及び言語文化部を含む

附属病院を含む

〃

附属農場及び附属演習林を含
む

合 計 1,162,59（ 953,61〔 2,116,20（
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昭和56年度部局別図書・雑誌受入冊数

一､、

~、
＝

備考 1）法学部を含む。

2）教養部及び言語文化部を含む。

3）附属病院含む。

4）附属病院含む。

5）附属農場，附属演習林含む。

(637）

図 喜

和書

購入
寄賎
交按
製本
移管

洋書

購入
寄贈
交換
製オ
移箔

計

雑 誌

和書

購）
寄贈
交換
その

他

洋書

購入
寄贈
交換
そめ

他

計

附属図書館'）

教養分館21

文学剖

教育学剖

法学部

経済学剖

理学剖

医学部31

歯学部41

薬学剖

工学部

農学部5）

獣医学割

水産学剖

教養剖

言語文化部

大学院環境科学
研究科

低温科学研究所

応用電気研究所

触媒研究所

免疫科学研究所

事務局

学生部
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センタ一

大型計算機
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昭和56年度附属図書館利用統計

_‐ノ

1）国連資料,OECD資料,EC資料，図書館学資料のみ（参考図書は貸出しない）

2）館外貸出冊数（室内利用は含まず）

3）参考図書室については，教官・職員・学生こみの人数

4）北方資料室については，教官・学生。こみの人数

注

一〆

昭和56年度文献複写・相互利用統計

I.国内：附属図書館参考調査掛を経由して学外へ依頼した件数（国立・私立とも）

(638）

‐‐一

書庫出納カウンター

館内閲覧 館外貸出

2901 290［

開架図書室

館内閲覧 館外貸出

263E 263F

語学
演習萱

278日

参望
図書萱

290日

北ゴ
資料萱

290旧

合計

文学部

教育学部

法学部

経済学剖

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

教養部

各種学校

各研究所

教官

院生

職員

学外者

460メ

76

69（
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、
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５
２
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『
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４
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２
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８
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3,091人
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5,258

1,709

3,678
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408
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1,192
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“
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■
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２
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8

７
９
６

９
０
１
2

人２
０
２
６
２
２
０
４
０
２
３

７
３
５
０
１
３
１
１
７
８
１

４
２
５
３
１
１
１

１
１

4

951

88I

198

394人

40

76

63

13

■
ｄ
Ｊ
Ｆ
ｐ

72

149

2

5

81

67}

932

利用者合計 2,147 9,799 26,925 1,284 3,9023 1,9014 45,958

利用冊数 4,792 26,624 10,909 35,58（ 1,390巻 2141） 1,1752
79,300冊
1,390巻

申込局音
附偏
図書側

法学部 文学割 教育学部 経済学部 理学部 医学部 歯学割 薬学部 工学音

件謬 1（ 40（ 21C 55 18 4
「
‐
国 ］

r

白

■一一ﾛ■ロ今PQP－■一一一■■←凸■ｰ

2

申込局音 農学音 獣医学部 水産学部
低温
研究所
応電
研究所
触媒
研究所
免疫
研究所

環境科学
研究科

教養部他 合計

件数 44 0 1 7：
'

200 19 1,059
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II.国内：新方式(国立大学等図書館相互における文献複写)で各部局図書掛等が受付・依頼

'………を行った件数

Ill．国外への依頼件数(参考調査掛484件（米・加261,英125,西独35,仏17,ソ連9,その

他37）

IV.図書館間相互貸借（参考調査掛）○他館への貸出225件○他館からの借用108件

V.附属図書館マイクロ電子・複写業務実績（館内分を除く）

〆=、

注）件数は申込延人数と同じ。（複写不能分を含まず）

VI.問い合わせ件数（参考調査掛）

1．問い合わせ内容別

2．問い合わせ部局別

一
矧
一
Ⅷ
一

で駒

昭和56年度教養分館利用統計 (開館日数290日）

(639）

部局
附憶
図書鮮

文 経 理 医 歯 詞 工 農 獣医 水陸 低温 合計

受卜

依蘭

2,237

694 208 11§ 400

1,160

66（ 8〔

一
■
ロ
－
．
■
■
Ｊ
■
■
『

８
３

49（

34（

1,01〔

195

43：

4（

324

229

154

31

5,912

3,06］

件数注）

(件）

複写論文
点数

(点）

処理！女数 ●．マ 数

総数 電子複零

(枚）

内 訳

マイクF

フイルノ
コミ

マイクロ

フィッシュ

(枚）

引伸焼付

(枚）

リーダー

プリンター

(枚）

学内老

学外老

604

3,435

1,046

4,743

19,999

69,927

5,800

60,169

1,602

2,345

０
０

4〔

12（

12,54*

7,292

今二一
口口 4,039 5,789 89,92（ 65,969 3,94〔 0 161 19,84］

合計 1,408 文献所在調査1,26' 書誌調査6（ 事項調査72

文 識 法 経 理 医 産 薬 ユ 畠 閏 水 環 毒 低 肺 触 尻 事 学外

38 14 21 22 16： 51 22 21 193 167 2〔 3： 15 11 27 2（ 28 1〔 33 47｛

開架図書室

館内閲農 館外′貸出
語学演習室 ：ビデオ視聴室
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昭和56年度教養分館分類別館外貸出統計

◆研修

第25回北海道地区大学図書館職員研究集会

くとき昭和57年8月5日（木）＞

＜ところ北海道教育大学岩見沢分校＞

標記研究集会は，当地区22大学124名が参加して次のように行われた。

○研究発表・講演

司会北海道薬科大学日高

札幌大学宮本

く発表1.＞大正期～昭和20年代の本道教育関係民間雑誌の書誌的考察

発表者砦辱羨静室谷。
＜講演＞学術'情報システム構想について

講師篭謹灘隻平
く発表2.＞道内大学図書館におけるOn-Line'情報検索の現状

発表者北海道‘情報検索研究会(仮称）

（旭川医科大学）山口

‐／

八州夫

正夫

一弘

清二

直比古

(640）

量

開架図書室

館内閲覧 館外貸Ⅱ
語学演習室 ビデオ視聴室

剖
剖
剖
剖
剖
剖
杖
官
生
員
者

学
学
学

学
学
学
養
外

医
産
種

薬
工
農
獣
水
教
各
教
院
職
学

437冊

2,435

404

358

42,05（

357

2,612

342

1,17］

1〔

276ノ

1,54（

221

211

3

26,469

Ｊ
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〃
’
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９

２
４
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７
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岡
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2人

51

。
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●
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７
口
－
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０

11

巻31

118

21

２
１

2,563

10
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３
５
１

28ノ

05

19

ざ
Ｊ
畠
『
１
Ｊ
〃
け
１
Ｆ
ｊ
ｌ

2,24

32

ｒ
●
し
ｆ
ｌ

合 計 13,729ff 56,81］ 34,414 81§ 730 3,152 2,723

類5I （ 2 4
Ｐ
Ｆ
Ｌ 6

冊 数 863 3,580 33‘ 4,85〔 1,658 21,617 1,497

類別
F

1

［
】
『
図 〔 文庫・新書 雑誌 合計

冊数 1,40］ 7,550 5,472 7,88* 91 56,811
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○分科会一共通テーマ：大学図書館の日常業務を承なおそう－

第1分科会受贈図書（含，パンフレット）の受入・整理基準をみなおす

司会酪農学園大学下田尊久

事例発表北見工業大学矢野誠

東海大学札幌分館佐藤英一

第2分科会各館発行の冊子体目録を象なおす

司会小樽商科大学高砂慶

北海道大学達昭二

事例発表北海道教育大学荒川真澄

札幌大学宮本正夫

北海道大学小西和信

第3分科会各館の利用を承なおす

－閲覧体制・蔵書構成・利用対象者と利用度一

司会札幌医科大学中山純一

北海学園大学酒井哲哉

事例発表藤女子大学小野寺純子

北海学園大学浦上忍

北海道大学星賀隆

○全体会議(分科会報告）

以上について，活発な討議及び質疑応答が交され，有意義かつ，盛会裡に終了した。

なお，本研究集会が当番館北海道教育大学の関係者各位並びに研究集会企画委員会委員各

位の熱意と協力のもとに予定どおり終了したことを感謝するものである。

（韮零篭雪琴瀞瀦任雲事霊）
ベーシック言語プログラム講習会

閲覧課学術l情報掛

講習会場において開催ざ上記講習会が去る9月7日，9日，10日の3日間，「ソード札幌」；

れました。

本講習会は，図書館業務電算化計画の一端として企画したもので，

操作してその理解を深めることを目的としたも

のです。

講習内容は，プログラムの作成および端末

機の操作が主で，講師に「ソード札幌」の柴田

秋生氏を迎え，附属図書館職員11名が熱心に

受講しました。

また，この講習では，受講者各人が1台づ

つの端末機を使用することができたので，その

成果は期待以上のものがありました。

今後も対象を拡げて計画していきたいと考

えています。

（641）

実際にコンピュータを

~~、

、
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昭和57年北海道大学図書館職員講習会

標記講習会が，10月1日（金）教養分館を会場として実施された。これは，昨年まで実施

してきた北海道地区国立大学図書館職員研修に代って企画されたもので，本学図書館職員に対

し図書館業務の機械化に関する基礎的知識を付与し，併せて，「学術‘情報センターシステム」

構想に対応した地区ネットワーク構築の促進に資することを目的としたもので，当日は道内各

国立大学・高専図書館職員を含む46名が受講し，予定どおり終了した。

なお，プログラムは下記のとおりである。

昭和57年北海道大学図書館職員講習会日程

9：00～ 開 会挨拶館長塩谷鏡

講師紹介事務部長平清二

9：15～12:00講義学術'情報システムと図書情報処理

－名古屋大学における計画と現状－

名古屋大学附属図書館学術'情報課長

関 篤

13:00～16:00講義図書館I情報サービスとこれからの大学図書館

東京大学'情報図書館学研究センター助教授

－－／

如
夫

井

司会北大閲覧課長石

上

川 雅16:00～17:00質疑応答

‐ノ

(642）
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◆受贈図書

本学教官著作物

〔本館〕

○低温科学研究所

､酒井昭植物の耐凍性と寒冷適応一冬の生理・生態学一〔学会出版センター〕

○医学部

小林博(共編）がんとの対話学際的な癌の問題解決法〔春秋社〕

山下格覚醒剤中毒〔金剛出版〕

フィッシュ精神分裂病〔金剛出版〕

(監訳）精神医学と神経学の境界領域〔金剛出版〕

対人恐怖(新臨床医学文庫270）〔金原出版〕

誤診のおこるとき一早まった了解を中心として一(精神科選書3）〔診療新社〕

○経済学部

石垣博美アメリカ人のヨーロッパ像〔木鐸社〕

○文学部

和田謹吾埋み抄

田中彰特命全権大使米欧回覧実記(五)(岩波文庫33-141-5）〔岩波書店〕

松川健二宋明の思想詩〔北海道大学図書刊行会〕

○工学部

久郷昌夫エネルギー動向および解説〔資源エネルギー研究所〕

○応用電気研究所

荒川私現代科学の形成と論理一物理科学を中心に－〔大月書店〕

力学的性質I高分子実験学9)r共立出版〕

○理学部

青戸階爾比較動物学アメーバーからヒトまで〔培風館〕

都筑俊郎FiniteGroupsandFiniteGeometries.

○獣医学部

菅野富夫Paraneurons,TheirFeaturesandFunctionsExcerptaMedia.

、
一

~、■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■1■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■､g■■■■■■■g■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■ロ■■0■■■■■■■■■■■egg－．■■■blBIl■■■■■■■■■g■■01■

正誤表No.58(May.1982

３

頁
２
０６く

行

上から8

(差哩堅書雲霧会）

誤‘

11月18日（士）

正

11月28日（士）
ー

(643）
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No．59

◇人事往来◇

図書館委員会委員

中田靖泰

望月喜市

稲垣春男

田中時昭

山下格

垣内美弘

配置換

横山彰一

採用

安達美都里

退職

坂本洋子

(言語文化部教授）

(スラブ研究センター教授）

(医療技術短期大学部教授）

(工学部教授）

(医学部教授）

(応用電気研究所助教授）

整理課会計掛(閲覧課閲覧掛）

閲覧課参考調査掛

閲覧課参考調査掛

57．5．19

〃

〃

57．6．1

57．9．16(再任）

57.11.1

57.8.16

57.7.19

57.6.3C
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